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厚生労働省令 第15号／JWWA K 143 適合

【改訂第4版】

上水・防食・防水用コンクリート保護塗料

カタログ



「NTスプレー タイプU」は、
主剤のイソシアネート樹脂と特殊硬化剤（アミン）が反応して
ポリウレア樹脂を形成する、スプレー専用の無溶剤型塗料です。

スプレー後のゲルタイムは2～3秒

と極めて短く、水平面では30秒以

内の軽歩行が可能です。また、湿度

による発泡はなく、 氷点下（－15

℃以上）でも完全硬化します。

2液型衝突混合式スプレー塗装機により施工効率

が良く、省力化に役立ちます。ゲルタイムが短いため、

天井面や壁面に対し1㎜以上の厚塗りがダレること

なく連続で施工できます。複雑な形状にも塗装でき、

膜厚が確保できます。

優れた施工性

2液型衝突混合式スプレー塗装機により、適切な材

料管理ができ、出来上がった塗膜の品質も安定的に

確保できます。

優れた品質確保

耐酸性、耐アルカリ性、耐塩素性に優れます（ただし、

紫外線や次亜塩素酸ナトリウム水溶液には変色しま

すが、物性低下はありません）。

優れた耐薬品性

日本水道協会規格JWWA K 143及び厚生労働省

令15号に適合する、安全性に優れた材料です。

優れた安全性
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優れた硬化性

特長特長

●本標準色は印刷のため、実際の色とは相違があります。ご了承ください。

▲グレー ▲ブルー

ウレア結合
－R－NH－CO－NH－R’－

吹付機械

スプレーマシン

ポリウレア塗膜

衝突
混合

主剤
（イソシアネート）

－R－NCO

特殊硬化剤
（アミン）

NH2－R’－
瞬時に

強靭な塗膜を
形成

色相色相（NTスプレー タイプU）（NTスプレー タイプU）

用途用途
配水池、浄水池、貯水槽、沈砂池、ろ過池、受水槽、養殖

場など

JIS A 6021屋根用塗膜防水材ウレタンゴム系高

強度形に相当する高塗膜物性で、20MPa以上の引

張強度、200％以上の伸びなど優れた引張特性を

有します。

優れた塗膜物性4



規格

付着強さ　N/㎟
標準状態　1.5以上
吸水状態　1.2以上

外観

耐衝撃

耐アルカリ性

透水性　g

塩化物イオン透過度  ㎎/㎠・日

低温・高温繰り返し

しわ・たるみ・割れ・へこみがない。

割れ・剝がれがない。

膨れ・割れ・剝がれがない。

透水量　0.2以下

1.0×10－3以下

割れ・剝がれがない。

標準状態　2.8
吸水状態　2.8

しわ・たるみ・割れ・へこみがない。

割れ・剝がれがない。

膨れ・割れ・剝がれがない。

透水量　0.0

定量限界（0.32×10－3）以下

割れ・剝がれがない。

標準状態　2.4
吸水状態　2.5

しわ・たるみ・割れ・へこみがない。

割れ・剝がれがない。

膨れ・割れ・剝がれがない。

透水量　0.0

定量限界（0.32×10－3）以下

割れ・剝がれがない。

■NTスプレータイプU　JWWA K 143 塗膜試験

塗膜性能塗膜性能
試験項目 NTスプレータイプU

引張強さ　N/㎟

破断時の伸び率　％

抗張積　 N/㎜

破断時のつかみ間の
伸び率　％

引裂強さ　N/㎜

引張性能

引裂性能

23

31

19

265

1219

158

118

181

86

試験時温度 　23℃

試験時温度 －20℃

試験時温度　 60℃

試験時温度 　23℃

試験時温度 　23℃

試験時温度 　23℃

試験時温度 －20℃

試験時温度　 60℃

※当社試験結果（JIS A 6021屋根用塗膜防水材ウレタンゴム系試験）であり、塗膜物性を保証するものではありません。

ERP工法 PMM工法

NTスプレータイプU

薬品 耐久性

10%硫酸水溶液

20%硫酸水溶液

5%塩酸水溶液

10%塩酸水溶液

1%硝酸水溶液

5%硝酸水溶液

1%過塩素酸水溶液

5%過塩素酸水溶液

1%次亜塩素酸ナトリウム水溶液

20%クエン酸水溶液

1%酢酸水溶液

5%酢酸水溶液

飽和水酸化カルシウム水溶液

48%水酸化ナトリウム水溶液

20%水酸化カリウム水溶液

10%アンモニア水溶液

○

○

○

○

○

△

○～△

△～×

○～△

○

○

○

○

○

○

○

■耐薬品性（6ヶ月浸漬） ■試験成績書

※試験方法：自社試験法による。耐薬品に対する塗
膜物性を保証するものではありません。
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製品名 備考組成荷姿色相

ガードプルーフフィラー

ガードプルーフ

NTスプレー タイプU

プールエース＃300

素地調整材

プライマー

パテ

防食材

上塗り

増粘剤

2成分
水性エポキシ樹脂系

2液無溶剤
エポキシ樹脂系

2液無溶剤
エポキシ樹脂系

2液無溶剤
ポリウレア樹脂系

ポリオレフィン繊維

─

JWWA K 143適合。

─

●クリヤー

●ブルー系
●グレー系

─

NTコンクリート
防食プライマーＪ

●標準色
  （4色）

●グレー
●ブルー

ケミベストFDSS-5

主　剤：7.5㎏
硬化剤：2.5㎏

2液溶剤
ウレタン樹脂系

10㎏セット｛

主　材：20㎏
硬化剤： 5㎏

25㎏セット｛

主　剤：12㎏
硬化剤： 3㎏

15㎏セット｛
主　剤：21㎏
硬化剤：20㎏

41㎏セット
（石油缶） ｛

主　剤：210㎏
硬化剤：200㎏

410㎏セット
（ドラム） ｛

Ａ液：15㎏
Ｂ液： 3㎏

18㎏セット｛
Ａ液： 5㎏
Ｂ液： 1㎏

6㎏セット｛

5kg/袋

シンナー ─ ──プールエースRシンナー 16ℓ、4ℓ

構成製品一覧構成製品一覧

B液は「夏型」「一般型」「冬型」「寒冷
地用」より選択。
JWWA K 143適合。
※増粘剤が別途必要です。

屋外で使用する場合の上塗り。
JWWA K 143適合。

「NTコンクリート防食プライマーＪ」
「ガードプルーフ」の増粘剤として使用。

2液溶剤
アクリルウレタン樹脂系

●クリヤーNTコンクリート
防食塗継プライマーＪ

主　剤：16㎏
硬化剤：0.8㎏

16.8㎏セット｛
「NTスプレー タイプU」の塗り重ね
や塗り継にて塗装間隔が5時間以
上（23℃）空いた時、上塗りまでの
塗装間隔が5時間以上（23℃）空い
た時に使用。
JWWA K 143適合。

Ｂ液は「夏型」「冬型」より選択。
JWWA K 143適合。
※増粘剤が別途必要です。

Ｂ液の季型 冬型 一般型 夏型

適応温度

寒冷地用

5℃～15℃ 15℃～25℃ 25℃～35℃5℃

■適用温度
●NTコンクリート防食プライマーJ

項目 条件

材料温度（主材、硬化剤、ホース）

設定液圧

ガン距離

75℃

5MPa以上

70～80㎝

■推奨スプレーマシン

●推奨塗装条件

Ｂ液の季型 夏型

適応温度

冬型

20℃～35℃5℃～25℃

●ガードプルーフ
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●「ガードプルーフフィラー」は、施工後、艶が無くなったタイミングでコテを用いて増
し締めを行ってください。目安として施工後約30分程度（気温や湿度、下地の吸い
込みにより変わります）。

●「NTスプレータイプU」は、施工後5時間以上経過すると「NTスプレータイプU」や
「プールエース#300」の付着性が著しく低下しますのでご注意ください。施工後5
時間以上経過した場合は、上塗り塗装の前に、「NTコンクリート防食塗継プライマ

施工上の注意点
ーＪ」を塗布してください。

●素地調整材やプライマー、パテの施工が不充分な場合、ピンホールが発生しますの
でご注意ください。これらの施工でピンホールをなくしてください。ピンホール対策
として、「NTスプレータイプU」は複数回（2～3回）に分けて塗装してください。

●「NTスプレータイプU」は、下地の表面状態を反映しますので、出来る限り平滑にし
てください。下地の不陸の影響により、仕上りが平滑にならない場合があります。

標準施工仕様標準施工仕様

前処理
●躯体処理（漏水、段差、目違い、豆板、コールドジョイント、打ち継ぎ部、ひび割れなどの処理）や前処理（セパレーター、埋設管廻り、タラップ、
取り付け金具、伸縮目地など箇所の処理）は、事前に行ってください。

下地処理

●コンクリートの脆弱部、レイタンス突起物などは、サンダーやブラ
ストクリーニングなどの処理で除去してください。

●出隅部はサンダー等で丸みをもたせるように処理をし、入隅部分
は必要または、状況に応じてポリマーセメントモルタル、樹脂モル
タルまたは樹脂パテでアールを取ってください。

●ゴミ、ホコリ、油脂類は、完全に除去してください。
●下地が乾燥していることを確認してください［5ページ「下地処
理（新設の場合）」を参照］。

下地処理（新設の場合）
●脆弱部・劣化部・既存塗膜除去は、超高圧水処理（ウォータージェッ
トブラスト）などにて除去してください。

●劣化部・既設塗膜除去後のコンクリート躯体表面は、骨材のゆるみ
や浮き、ひび割れ・漏水はあらかじめ処理してください。

●劣化部除去後、適切な断面修復工を行ってください（躯体欠損部の
処理、前処理、付着障害物処理、出隅部および入り隅部の処理が終
了していることを確認してください）。

下地処理（既設の場合）

材料の調合

使用量

●ガードプルーフフィラー  主剤
●ガードプルーフフィラー  硬化剤
●水

………………20㎏
………………5㎏

………………………………………………0～1㎏
0.5～2㎏/㎡（1～2回で）

施工間隔 18時間以上7日以内（23℃）

可使時間 1時間以内（23℃）

施工方法 コテ、ヘラ

材料の調合

●NTスプレー タイプU  主剤
●NTスプレー タイプU  硬化剤

■ドラムの場合 …………210㎏
………200㎏

●NTスプレー タイプU  主剤
●NTスプレー タイプU  硬化剤

■石油缶の場合 …………21㎏
………20㎏

使用量 2.0㎏

施工間隔 歩行可能時間……1時間以上（23℃）
養生時間…………7日以上（23℃）

施工方法 スプレーマシン

ガードプルーフフィラー

材料の調合

使用量

●プールエース#300　A液
●プールエース#300　B液
●プールエースRシンナー

………………………15㎏
…………………………3㎏
………………………2～5㎏

0.2㎏/㎡

施工間隔 2時間以上72時間以内（23℃）
養生時間…………7日以上（23℃）

可使時間 6時間以内（23℃）

施工方法 刷毛、ローラー、スプレー

材料の調合

使用量

●NTコンクリート防食プライマーJ  A液
●NTコンクリート防食プライマーJ  B液
●ケミベストFDSS-5

……7.5㎏
……2.5㎏

……………………0.4～0.8㎏
0.3㎏/㎡

施工間隔 12時間以上72時間以内（23℃）

可使時間 20分以内（23℃）

施工方法 コテ、ヘラ

NTコンクリート防食プライマーJ

材料の調合

使用量

●NTコンクリート防食プライマーJ  A液
●NTコンクリート防食プライマーJ  B液
●ケミベストFDSS-5

……7.5㎏
……2.5㎏

……………………0.4～0.8㎏
0.3㎏/㎡

施工間隔 12時間以上72時間以内（23℃）

可使時間 20分以内（23℃）

施工方法 コテ、ヘラ

NTコンクリート防食プライマーJ

材料の調合

使用量

●ガードプルーフ  A液
●ガードプルーフ  B液
●ケミベストFDSS-5

…………………………12㎏
……………………………3㎏
……………………0.4～0.8㎏
1.0㎏/㎡

施工間隔 16時間以上72時間以内（23℃）

可使時間 40分以内（23℃）

施工方法 コテ、ヘラ

ガードプルーフ

NTスプレー  タイプU

プールエース#300
耐候性仕様 ＊NTスプレー タイプU施工後5時間以内

素
地

PMM工法
NTスプレー タイプU仕様

防食層2㎜厚
フィラー仕様
上塗りなし

ERP工法
防食層2㎜厚
パテ仕様
上塗りなし

ガードプルーフフィラー

NTコンクリート
防食プライマーJ
NTスプレー タイプU 素

地

NTコンクリート防食プライマーJ
ガードプルーフ

NTスプレー タイプU

NTスプレー タイプU仕様



5



6



改
訂
第
4
版

防
食
・
防
水
材

N
T
ス
プ
レ
ー  

タ
イ
プ
U

NTSU─0422OD─ S ［2022年4月作成］♯4 定価200円（税抜き）


	NTsprayU-202204OL_2
	NTsprayU-202204OL_3
	NTsprayU-202204OL_4
	NTsprayU-202204OL_5
	NTsprayU-202204OL_6
	NTsprayU-202204OL_7
	NTsprayU-202204OL_8
	NTsprayU-202204OL_1

